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平成 21年７月 13日 
各 位 

会 社 名 株式会社電業社機械製作所 
代表者名 代表取締役社長 栁瀨宜浩 
（コード番号 6365 東証第２部） 

問合せ先 取締役常務執行役員    
 管理本部長   山本 昇 

（ＴＥＬ 055-975-8221） 
 
 

平成 22年３月期第１四半期の投資有価証券評価損に関するお知らせ 

 
 
当社が保有する「その他有価証券」に区分される投資有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復が 
あると認められないものについて、平成 22 年３月期第１四半期末において減損処理による投資有価証券評価
損を計上する見込みとなりましたので、お知らせいたします。 
なお、四半期会計期間末における投資有価証券の減損処理にあたっては、四半期洗替え法を採用している 
ため、平成 22年３月期末までの決算においては、投資有価証券評価損の計上額が変動する場合があります。 
 
１．平成 22年３月期第１四半期における投資有価証券評価損 
 連結 個別 
（Ａ）平成 22 年３月期第１四半期会計期間（平成 21 年４月
１日から平成 21 年６月 30 日まで）の投資有価証券評価
損の総額 

141百万円 141百万円

(注) 当社の決算期末は、３月 31日です。 
 
○ 純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 

 連結 個別 
（Ｂ）平成 21年３月期末の純資産額 13,365百万円 13,218百万円
 （Ａ／Ｂ×１００） 1.1％   1.1％  
（Ｃ）（連結）平成 21年３月期の経常利益額 
  （個別）最近５事業年度（平成 17年３月期～平成 21年 
  ３月期）の経常利益額の平均 （注１） 

1,012百万円 715百万円

 （Ａ／Ｃ×１００） 13.9％   19.7％  
（Ｄ）最近５事業年度（平成 17年３月期～平成 21年３月期）
の当期純利益額の平均 （注２） 

420百万円 436百万円

 （Ａ／Ｄ×１００） 33.6％   32.3％  
(注１) 最近終了した事業年度の個別業績の経常利益額が 10 億円未満のため、個別については、経常利益額は 

最近５事業年度の平均としています。 

(注２) 最近終了した事業年度の連結、個別業績ともに当期純利益額が 10 億円未満のため、当期純利益額は最近

５事業年度の平均としています。 
 
２．今後の見通し 
本件による平成 22年 3月期の業績への影響につきましては、平成 21年５月 20日公表の業績予想数値に
織り込んでおります。 

以 上
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（参考） 
当期連結業績予想（平成 21年５月 20日公表分）及び前期連結実績 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 
当期連結業績予想 
（平成 22年 3月期） 

百万円

27,100
百万円

1,620
百万円 
1,470 

百万円

710
前期連結実績 

（平成 21年３月期） 
百万円

20,029
百万円

1,330
百万円 
1,012 

百万円

629

当期個別業績予想（平成 21年５月 20日公表分）及び前期個別実績 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

当期個別業績予想 
（平成 22年３月期） 

百万円

26,500
百万円

1,570
百万円 
1,420 

百万円

680
前期個別実績 

（平成 21年３月期） 
百万円

19,319
百万円

1,236
百万円 

927 
百万円

584
 
 


